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1. はじめに

【今回のテーマ】 みんなで育てる、このまちの未来 
―こどもから若者までを地域で支える―

【本日協議したい論点】

 １ 東広島市が行っている人材育成の施策等について、さらに充実させた方が

 よいと思う点は何か

 ２ 地域社会が連携し、人を育てる仕組みをどのように構築すべきか

【やさしい未来都市会議】

社会情勢の変化や新たな政策課題に対応するため、本市の方向性や主要施策

の推進について、外部の有識者と意見交換し、その内容を施策形成に活かして
いくことを目的とする。
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2. これまでのテーマ

年 テーマ 対応

R3
都市成長戦略
（若者・女性から選ばれるまち）について

R4
第1回 子育て・女性活躍
第2回 循環型経済の実現

R5
第1回 人口減少地域総合対策
第2回 次世代学園都市の実現に向けて
～Town＆Gown構想と共創のまちづくり～

R6 女性活躍推進

R7 人財尊重社会の構築

●翌年度（R4～R7年度）の施策に反映

●令和7年3月に策定した「第五次東広島
市総合計画 後期基本計画」の4つの
重点テーマとして設定

●令和7年度から新たに担当部長を設置し、

取組みを強化

●R8年度の施策に反映（予算化）

・国際教育に関する調査検討（新規）

・グローバル人材育成の支援（新規）

・地域まるごと探求ラボの展開（拡充）

・協同労働インターンシップの実施（拡充）
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3. 背景と課題（国）

１ 国の動き「骨太の方針2026」（人材力の強化・人材総活躍）
◆ 幅広い人材の育成・確保のため、国・地域における取組を推進する。教育政策、産業政策と雇用政策を始

めとする関係政策を連携させ、人材育成を一気通貫で推進する。

◆ 人づくりの礎である教育の質を向上させる。

２ 国が抱える課題  
国が「人材力の強化」を重点課題として掲げる背景には、人口減少・少子高齢化による担い手不足の深刻

化に加え、AI等の技術革新や国際競争の激化により、これまで以上に高度な知識や創造性を持つ人材が求めら
れていることがある。持続的な経済成長や地域社会の活力維持のためには、一人ひとりが能力を最大限発揮で
きる環境を整えるとともに、多様な人材の活躍を促進することが不可欠となっている。このため国は、人材育
成・確保・活躍支援を成長戦略の中核に位置付け、「人への投資」を通じた豊かな社会の実現を目指している。

• 人口減少・少子高齢化の進行：生産年齢人口が減少し、社会や産業を支える担い手が不足
• 深刻化する人手不足：地域経済や行政サービス、医療・介護などのエッセンシャルサービスの維持が困難
• AI・デジタル技術の急速な進展：AI等の技術革新に対応できる新たな知識・スキルを持つ人材育成が必要
• 地方の担い手不足と地域活力の低下：人口減少が進む地域では、地域経済やコミュニティの維持・発展に

必要な人材確保が課題
• 国際的な産業・技術競争の激化：AI、半導体などの成長分野で世界的な人材獲得競争が進んでいる

○主な課題
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3. 背景と課題（本市）

本市は、大学、研究機関、半導体をはじめとするグローバル企業が立地する特性を生かし、産学官民が連

携してイノベーションを創出する環境が整った「ローカルハブ」の実現を目指している。また、すべて

の市民がWell-beingを実感し、安心して暮らせるまちづくりを進めるため、交通インフラや公共施設の整備、
災害への備え、自然環境の保全など、生活の安全性・利便性と環境の豊かさを両立する施策を幅広く推進して

いる。昨年度のやさしい未来都市会議では、「人財尊重社会の構築」をテーマに議論を行い、「働く

循環」と「暮らす循環」の両面から人への投資を進めることが、本市の持続的な発展と「選ばれるまち」の実
現につながるとの認識を共有した。一方で、人口減少・少子高齢化の進行やAIをはじめとする技術革新の加速

により、地域や産業を支える人材の確保・育成がさらに重要となっている。国においても

「人材力の強化」を成長戦略の柱に位置付け、人への投資を推進している。こうした状況を踏まえ、本市にお

いても「人財尊重社会の構築」の考え方をさらに発展させ、現在取り組んでいる施策等のさらな
る充実を図るとともに、こどもから若者までが地域の中で学び、育ち、活躍できる環境づ
くりや、地域社会（行政、教育機関、企業、大学等）など多様な主体が連携して人を育てる仕
組みづくりを進めていく必要がある。

本市の考え方と
課題設定
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２つの方向性から将来都市像を

設定し、内外から

選ばれる都市へ

4. 第五次東広島市総合計画 後期基本計画
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4. 第五次東広島市総合計画 後期基本計画
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地域共生社会の実現
Well-beingの実感

4. 第五次東広島市総合計画 後期基本計画

8

重点
テーマ



人財尊重社会の構築が
生み出すグッドスパイラル「人財」への投資が

「豊かな地域」を生み出し、
その結果「選ばれるまち」へ

人財への投資を強化することは、人や
組織のつながりを深め、多様な人財を呼び

込み、そこから新たな価値を生み出す原動
力となる。

この価値がさらに人を引き寄せ、地域
に多様性と豊かさをもたらし、持続的な発

展を促す強い好循環を形成する。

この好循環により、「選ばれるまち」
となり成長し続けることを目指す。

9

R7やさしい未来都市
会議資料５. 本市が行う人財への投資



５. 本市が行う人財への投資（予算への反映)

【R7やさしい未来都市会議の意見】
（一部のみ抜粋）

●リスキリングの推進が重要！
●地域と学生を結びつける仕組み
が必要！

●学生や市民が地域活動へ参加
しやすい体制の整備が必要！

反
映
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国（骨太方針2026）
「人材力の強化」を成長戦略の柱に位置付け、人への投資を推進

11

５. 本市が行う人財への投資（今後の課題）

〇現在行っている施策等のさらなる充実
〇こどもから若者までが地域の中で学び、育ち、活躍
できる環境づくり

〇地域社会（行政、教育機関、企業、大学等）など
多様な主体が連携して人を育てる仕組みづくり

（⇒現行施策等のさらなる充実、
新たな環境づくり、仕組みづくり）

「人財尊重社会の構築」
※人財への投資

（⇒各施策の予算化）

さ
ら
な
る

発
展
が
必
要

◇地域や産業を支える人材育成がさらに重要

・人口減少・少子高齢化の進行
・AIをはじめとする技術革新の加速

R７やさしい
未来都市会議
【前年度】

【今回の協議対象】
R８やさしい
未来都市会議

★今後の課題
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６. 本市が取り組む人材育成の施策（全体マップ）

乳幼児

大学生

◆ひがしひろしま乳幼児教育・保育
アクションプランの推進
（保育の質の向上）

◆グローバルクラスの開設
◆地域まるごと子どもの居場所
◆放課後子供教室事業

◆東広島市少年少女発明クラブ運営事業
◆東広島市児童生徒発明くふう展開催事業

◆東広島市学生発スタートアップチャレンジ

◆東広島チャレンジシップ艫（とも）
◆Town & Gown のまちづくり

〇生きる力の基礎の育成
〇非認知能力等の育成

〇自国の文化の理解
〇多様な価値観の理解力の育成
〇コミュニケーション能力の向上
〇探究心の育成

〇スタートアップの創出促進
〇地域活力の創出
〇多様な知識・体験が得られる場の創出
〇企業の経営課題解決と新たな価値創出

育む

学ぶ

挑戦する

地域と
つながる

地域を
支える

小学生

中学生

高校生
◆地域まるごと探求ラボ

◆東広島高校生アイデアラボ
（共創促進プロジェクト）

〇科学技術・ものづくりへの興味関心向上

〇創造力、発想力の育成
〇プレゼンテーション・表現力の向上
〇課題発見力・課題解決力の向上

〇社会参画意識の醸成
〇起業家精神の醸成
〇地元定着意識の向上
〇自己肯定感・自己有用感の向上

育成する能力等取組み・事業対象

地域人材 ◆人権啓発・平和学習、男女共同参画、
生涯学習、芸術文化活動、スポーツ活動

〇豊かな人間性 〇市民性
〇共生力 〇社会参画力



13

概要
乳幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期である。目まぐるしく変化する現代社会を生き抜く力を、遊びを通

し培うため、子どもが主体的に遊び、学び、人とかかわることを通して、「5つの力※」を育む教育・保育を推進している。また、
自然保育や地域との関わりを通じて、豊かな感性や非認知能力の育成を図っている。
※アクションプランの中で目指す乳幼児期に育みたい５つの力：感じる・気づく力（感性・好奇心） うごく力（主体性・挑戦力） 
考える力（思考力・創造力） やりぬく力（粘り強さ・自己調整力） 人とかかわる力（コミュニケーション力・協調性）

事業名：ひがしひろしま乳幼児教育・保育アクションプランの推進

期待される効果、成果
・主体性や探究心、協調性など、
生きる力の基礎の育成 
・豊かな自然や地域との関わりを
通じた郷土愛の醸成 
・人との関わりの中で互いを認め
合う力やコミュニケーション能力の
向上 
・小学校以降の学びや成長につなが
る非認知能力の育成 

取組状況、今後の方向性
・幼保小連携の強化による切れ目の
ない育ちの支援
・自然保育や地域資源を活用した体
験活動や保護者や地域と連携した子
どもの育ちを支える環境づくりに取
組む施設の水平展開
●令和8年度ひろしま自然保育認証施
設数 【8施設（公立施設）】
●令和8年度５つの力を育む魅力ある
保育環境づくり参加施設数【17施
設】

６. 本市が取り組む人材育成の施策（乳幼児向け）

保護者と一緒に行う環境づくりワークショップの様子

自然環境を生かした体験や触れ合いの様子
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概要
本市では、広島大学や半導体関連産業の集積などにより国際化が進展していることを踏まえ、グローバル

社会で活躍できる人材の育成を目指し、市立小学校にグローバルクラスを開設する。
グローバルクラスでは、教育課程特例校制度を活用し、音楽、図画工作及び体育等の教科を英語で学ぶ特

色ある教育活動を実施する。

事業名：東広島市立学校におけるグローバルクラスの開設（グローバルマインド育成事業）

期待される効果、成果
・自国の文化への理解を深め、
他国の文化や考え方を理解し、
互いに認め合いながら共に生き
る力の育成

・英語を通したコミュニケー
ション能力の向上

↓
グローバル社会で活躍できる
人材の育成を目指す

取組状況、今後の方向性
・令和９年４月に、高美が丘小
学校にグローバルクラスを開設
予定

・日本人教員と外国人講師（Ａ
ＬＴ）が連携して授業を実施

・保護者説明会や体験授業を実
施。その後、公募を行い、年内
に令和９年度入学生を決定

授業（図画工作科）のイメージ

６. 本市が取り組む人材育成の施策（小学生向け①）
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概要
本事業は、東広島版「こどもまんなかの居場所づくり」の理念である「BBベース※」の考え方のもと、子どもに関わる

全ての大人が「子どもの主体性を守る」という視点をもち、子どもたちが自発的な遊びや活動を通じて試行錯誤を重ねるこ
とができる環境づくりを進める社会教育事業である。
事業内容は、子どもの居場所づくりをコーディネートできる人材を育成し、地域センターや学校施設などの地域資源を活

用した居場所づくりを推進する【地域まるごと子どもの居場所】と、コミュニティ・スクールの仕組みを活用し、地域と学
校が協働して行う子どもの居場所づくりを支援する【放課後子供教室事業】を実施する。

事業名：地域まるごと子どもの居場所、放課後子供教室事業

期待される効果、成果
・地域との関わりを通じて、子ども
の地域への愛着や、地域の一員で
あるという意識を醸成する。

・様々な人との交流を通じて多様な
価値観の存在を知り、理解する力
を育む。

また、子どもの居場所づくりを通
じて、地域の中で人と人とのつなが
りを育み、人材と活動の好循環を創
出することにより、市民一人一人の
Well-beingや地域の活力向上を図る。

取組状況、今後の方向性
【地域まるごと子どもの居場所】
社会教育が基盤となり、地域のヒト、場所等をつなぐ役割

のある人材（地域センター事務職員等）に対して、コーディ
ネート力の向上を図る研修会を実施し始めており、今後地域
の大人と子どもが触れ合う場において、地域内でのつながり
から地域へ参画する人材へと自然な成長を促す。
【放課後子供教室事業】
放課後や週末に、子どもが学習や体験活動等を行える居場

所づくりに取り組む地域ボランティアの運営支援を行う。現
在、市内15教室で活動を実施している。今後は、地域と学校
の信頼関係のもと、子どもが安心して過ごせる居場所づくり
が進むよう、地域ボランティアの主体性を尊重しながら、新
規教室の立ち上げ支援などを行っていく。

６. 本市が取り組む人材育成の施策（小学生向け②）

※「BBベース」とは、子どもに
とって遊びと学びがあり安心して
過ごせる基地（ベース）という意
味で、「遊び（ASOBI）」のBと
「学び（MANABI）」のBをとっ
て名付けたもの。具体的な場所だ
けでなく、時間や人とのつながり
も含んだ心の居場所を意味する。

放課後子供教室の様子
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概要
市内の小学4年生から中学3年生を対象に、科学技術やものづくりへの興味・関心を育み、創造性豊かな人材を育成することを目的として

活動している。クラブでは、科学的・独創的な発想に基づく工作や実験、発明くふう作品の制作などを通じて、発明する楽しさや創作する
喜びを体験できる機会を提供している。また、大学生や企業関係者等の協力を得ながら、年間を通じた継続的な活動を実施し、児童生徒の
探究心や課題解決力の向上を図っている。さらに、発明くふう展や全国少年少女チャレンジ創造コンテストへの挑戦を通じて、将来の技術
者や研究者、起業家など地域や産業を支える人材の育成につなげている。

事業名：東広島市少年少女発明クラブ運営事業

＜期待される効果＞
・科学技術・ものづくりへの興味関心向上
・創造力、発想力、探究心の育成
・課題発見力・課題解決力の向上
・将来の技術者・研究者・起業家など、地
域産業を支える人材の育成

＜成果＞
・全国少年少女チャレンジ創造コンテスト
で継続的に全国大会へ出場

・発明くふう展への出展を通じた創作活動
の定着

・児童生徒の科学的創造性とチャレンジ
精神の向上

＜取組状況＞

＜今後の方向性＞
・発明くふう展や全国コンテストへの参加を促進
し、挑戦機会の提供を行う

・教育委員会との連携により、人材育成を強化

写真やイラスト等

６. 本市が取り組む人材育成の施策（小中生向け①）

項 目 内 容

活動体制 指導員、大学生補助者、企業・団体の協力による運営

対 象 市内小中学校に通う小学４年生から中学３年生
（R7実績：定員48人（新規コース21、継続コース27））

活動頻度 原則月１回、年間１２回程度実施

活動内容 工作・実験・発明作品制作などのものづくり活動

学びの特徴 実践的な体験を通じた探究学習・創造活動

発表機会 発明くふう展や全国コンテストへの挑戦を支援
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概要
市内の小中学生から創意工夫に富んだ作品を募集・展示し、発明する意欲や創造性を育むことを目的として開催している。作品制作や発

表の機会を通じて、児童生徒が身近な課題や困りごとに着目し、自ら考え解決策を形にする力を養うとともに、ものづくりへの関心や探究
心の向上を図っている。また、市内で優秀な成績を収めた作品は広島県児童生徒発明くふう展や全日本学生児童発明くふう展へ出品され、
より高いレベルで挑戦する機会を提供している。本事業を通じて、次世代を担う子どもたちの創造力や課題解決力を伸ばし、将来の技術

者・研究者・イノベーション人材の育成につなげている。

事業名：東広島市児童生徒発明くふう展開催事業

＜期待される効果＞
・創意工夫する力の向上
・発明する意欲や探究心の醸成
・プレゼンテーション・表現力の向上
・ものづくりや科学技術への関心向上

＜成果＞
・県展において特賞等各種賞を受賞
・全日本学生児童発明くふう展へ出品
・発明・創作活動に挑戦する児童生徒の
育成に寄与

＜取組状況＞

＜今後の方向性＞
・学校や企業との連携強化
・発明クラブ等と連携した継続的な創造的
人材育成

６. 本市が取り組む人材育成の施策（小中生向け②）

項 目 内 容

作品募集 市内小中学校を通じて創意くふう作品を募集

審 査 学校関係者・技術関係者等による審査を実施

展 示 応募作品を展示し市民に広く公開（R7出品数183点）

上位展示品
優秀作品を選定し表彰。県展・全国展への出品を実施

（R7出品実績：県展12作品、全国展5作品）

連 携
教育委員会、商工団体等と連携して運営
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概要
本事業は、中高生を未来を共に創る地域人材として育成することを目的とした社会教育事業である。中高生一人ひとりの

「やってみたい」という内発的な思いや主体性を学びの出発点とし、社会教育士のマネジメントのもと、地域・学校・企
業・大学・行政が連携して、地域を学びと実践の場とした探求活動・協働活動を展開する。
事業内容は、初心者でも気軽に参加できる【地域実践プロジェクト】と、より主体的な地域活動に挑戦する中高生を対象

とした【地域実践活動への伴走支援】の二つを柱として実施する。

事業名：地域まるごと探求ラボ

期待される効果、成果
・多様な人との出会いや地域との関
わりを通じた自己肯定感・自己有
用感の向上

・地域の未来を自ら創る当事者意識
及び社会参画意識の醸成

また、多様な主体が中高生の学び
を支えることで、未来の東広島市を
共に創る次世代地域人材を育成し、
「人づくり」「つながりづくり」
「地域づくり」の好循環を創出し、
地域のWell-beingの向上を図る。

取組状況、今後の方向性
【地域実践プロジェクト】
社会教育士及びファシリテーターのもと、中高生

の「やってみたい」という思いを起点に、探求・協
働を体験できる連続講座を実施する。参加者は、地
域課題や地域資源への理解を深め、多様な主体との
対話や協働を通じて地域実践プロジェクトを企画・
実践し、地域の未来を自ら創る当事者意識を育む。
【地域実践活動への伴走支援】
上記プロジェクト以外に、社会教育士が地域実践

活動の具体化や関係機関・地域団体との連携を支援
する。地域での学びと実践が継続・発展するよう伴
走型の支援を行い、多様な主体との協働を通じて主
体的な社会参画を促進する。

６. 本市が取り組む人材育成の施策（中高生向け）

地域実践プロジェ
クトのオリエン
テーションの様子
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概要
東広島市及び近隣地域の高校生を対象に、自身の興味関心や日常生活で感じる課題、探究活動の成果などを出発点として、社会につなが

るアイデアへと発展させるワークショップを実施する。日本政策金融公庫等と連携しながら、課題発見やアイデア創出、対話によるブラッ
シュアップを通じて、主体性やアントレプレナーシップ（起業家精神）の醸成を図る。また、地域や企業、支援機関との接点を創出し、自
らの考えを社会に発信する機会を提供することで、将来の起業・創業や地域課題解決につながる人材育成を推進する。高校生ビジネスプラ
ン・グランプリへの挑戦も視野に入れながら、若者の挑戦を支援する。

事業名：東広島高校生アイデアラボ（共創促進プロジェクト）

＜期待される効果＞
・起業家精神の醸成
・課題発見力・課題解決力の向上
・地域や企業との接点形成による地元定着
意識の向上

・スタートアップ創出人材の育成
・地域課題解決に取り組む人材育成

＜成果＞
・日本政策金融公庫等との連携による実践
的な学びを提供

・ビジネスプランコンテスト応募への意欲
向上につながった

＜取組状況＞

＜今後の方向性＞
・高校の探求学習との連携強化
・起業・創業をキャリア選択肢として認識
する機会創出

写真やイラスト等

６. 本市が取り組む人材育成の施策（高校生向け）

項 目 内 容

対 象 東広島市及び近隣地域の高校生（10名程度）

実施形式 半日集中型ワークショップ

内 容 講座、アイデア創出、対話型ブラッシュアップ

発信機会 ビジネスプラン・探求成果の発表・共有

連 携 日本政策金融公庫等の支援機関
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概要
市内大学（広島大学、近畿大学工学部、広島国際大学）の学生・大学院生を対象に、自由で創造的なアイデアや起業家精神を具体的な事

業として実践する機会を提供するプログラムである。広島大学と東広島市が共同で実施し、採択されたチームに対して活動資金の支援や専
門家によるメンタリングを行うことで、アイデアの事業化や社会実装を後押ししている。また、成果発表会（Demo Day）を通じて地域企
業や支援機関との接点を創出し、事業創出に必要な知識や経験を習得する機会を提供している。本事業を通じて、起業家精神を持つ学生の
育成や大学発スタートアップの創出を促進し、将来の地域産業やイノベーションを担う人材の育成につなげている。

事業名：東広島市 学生発スタートアップチャレンジ

＜期待される効果＞
・大学発スタートアップの創出促進
・起業家精神の醸成
・イノベーション創出人材の育成
・若者の地域定着及びイノベーション創出
の促進

＜成果＞
・広島大学、近畿大学工学部、広島国際大
学の学生が参加

・専門家によるメンタリングを通じて事業
アイデアを磨き上げた

・卒業生から起業やビジネスコンテスト受
賞者を輩出

＜取組状況＞

＜今後の方向性＞
・学生起業・大学発スタートアップ創出支援の強化

・学生の地域活躍・地域定着への仕組みづくり
・高校生施策から連続した起業家育成体系の構築

写真やイラスト等

６. 本市が取り組む人材育成の施策（大学生向け①）

項 目 内 容

実施主体 ひろしま好きじゃけんコンソーシアム（広大内）

対 象 市内大学の学生・大学院生
（R7実績：応募19チーム、うち採択13チーム）

支援内容 実証資金支援（最大30万円）

伴走支援 専門家・VC等によるメンタリング

実践機会 事業実証、プロジェクト活動の実施

発表機会 成果発表会（Demo Day）の開催
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概要
市内企業の経営課題解決に学生がパートナーとして参画する実践型の人材育成・共創プログラムである。参加学生は生成AI、SNS運用、

デザイン、ビジネスマナーなどの実践的スキルを習得した上で、市内企業とチームを組み、広報・集客・商品開発・事業企画などの課題解
決に取り組む。企業との継続的な対話や伴走支援を通じて、学生の課題解決力やチャレンジ精神を育むとともに、企業の成長や地域経済の
活性化を図る。また、地域企業との接点形成を通じて、若者の地域定着や将来の起業・創業につながる人材育成を推進する。
こうした取組を通じて、地域企業と若者とのつながりを創出し、地域全体で若者の成長を支えながら、将来の地域産業や地域社会を担う

人材の育成と地域定着を図る。

事業名：東広島チャレンジシップ艫（とも）

＜期待される効果＞
・地域企業と若者をつなぐ人材循環の創出
・学生の起業家精神の醸成
・課題発見力・解決力の向上
・地域企業との接点形成による地元定着意
識の向上

・企業の経営課題解決と新たな価値創出

＜成果＞
・SNSフォロワー増加や商談創出など企業
活動への貢献事例を創出

・起業や継続雇用など次の挑戦につながる
事例が生まれている

・AI、SNS、デザイン等の実践スキル向上

＜取組状況＞

＜今後の方向性＞
・企業課題の解決につながる伴走支援の充実

・大学・企業・支援機関との連携拡大
・起業・創業や地域企業就職につながる導線構築
・若者が地域で活躍する共創モデルの確立
・継続的な関係作りを通じた、若者の定着支援

６. 本市が取り組む人材育成の施策（大学生向け②）

項 目 内 容

対 象 大学生・大学院生・市内企業
（R7実績：参加学生１９名、採択企業6社）

人材育成 AI、SNS運用、デザイン、ビジネスマナー講座

共創活動 学生と企業がチームを組み経営課題に挑戦（8～12月）

発表機会 最終報告会を開催し成果を共有
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概要
市（Town）と市内の３大学（Gown）が行政資源と大学の教育・研究資源を融合しながら活用することで、科学技術イ

ノベーションによる地域課題の解決と人材育成のための地域共創の場を形成し、持続的な地域の発展と大学の進化を共に目
指す取組みである。大学と市の担当課が共同で地域課題の解決に取り組むCOMMONプロジェクトや大学生が地域で交流・
活動することを支援する学園都市づくり交流会議など、市と大学が一体となった取組みが人材育成につながっている。

事業名： Town & Gown のまちづくり

期待される効果、成果
地域課題解決に学生が加

わることにより、地域活力を
創出するとともに、学生の地
域への愛着が生まれる。
大学生にとっては、自分の

発想を実践する体験が得られ
るチャレンジの場となってい
る。
また、学外の大人との接点

が生まれ、大学のカリキュラ
ムにない多様な知識や体験を
得られる場となっている。

取組状況、今後の方向性
市と大学が共同で設置し

たTown & Gown Officeを
中心に、COMMONプロ
ジェクトなどの事業を推進
し、大学生も含めて、市と
大学の接点や共創の場を創
出する。
大学周辺でのまちづくり

や地域活力づくりに取り組
み、大学生が活躍し、成長
を実感できる環境を創出し
続ける。

６. 本市が取り組む人材育成の施策（大学生向け③）

酒蔵通り「町家」での学生イベント

学生企画のｅスポーツ体験会COMMONプロジェクトでの
地域と学生のまちづくりワークショップ

広島国際大学「政治学」市長講義
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７.「まとめ」と「本日協議したい論点」

【まとめ】
本市は、「人財尊重社会の構築」の考え方を踏まえ、人材への戦略的投資を「働く」と「暮らす」の二つ

の視点から進め、地域の知・技術・文化を活かした強い好循環の創出を目指す。
既存人材のスキル向上と高度人材の誘致により産業競争力を高め、グローバルに開かれたデジタルローカ

ルハブとして成長する。
そのためには、現在行っている施策等のさらなる充実を図るとともに、「こどもから若者までが地域の中

で学び、育ち、活躍できる環境づくり」や、「地域社会（行政、教育機関、企業、大学等）など多様な主体
が連携して人を育てる仕組みづくり」を進めていく必要がある。 

今回のテーマ：「みんなで育てる、このまちの未来 
―こどもから若者までを地域で支える―」

【本日協議したい論点】

１ 東広島市が行っている人材育成の施策等について、さらに充実させた

方がよいと思う点は何か

２ 地域社会が連携し、人を育てる仕組みをどのように構築すべきか
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